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第 5 章は、 HVOF 及び VPS の 2 種類の方法による炭化物サーメット及び、コバルト基溶射皮膜のキャビテーション
損傷特性を求め、定性及び定量的に明らかにした。 VPS による As sprayed 状態の皮膜のキャピテーション損傷量は、
HVOF に比べると約 115 減少した。両溶射法による As sprayed 炭化物サーメット皮膜に対して熱処理を行うと、皮
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膜を構成している偏平粒子が溶着し徴密化するため、損傷量は HVOF 皮膜では約 40%、低減することが明らかとな
った。 VPS 皮膜では熱処理はほとんど不必要であることが判明した。
第 6 章は、コバルト基溶射皮膜の、キャピテーション損傷評価について検討した。 VPS によるコバルト基試験片の








1. プラズマアルミナ溶射皮膜のキャピテーション損傷において、プラズ、マ溶射距離が最も長い 200 mm の場合、








4. VPS による As sprayed 状態の皮膜のキャビテーション損傷量は、 HVOF に比べると顕著に減少し、両溶射法
による As sprayed 炭化物サーメット及びコバルト皮膜に熱処理を行うと、皮膜を構成している偏平粒子が溶着
し徴密化するため、損傷量は HVOF 皮膜では約 40%、低減することが得られている。 VPS 溶射皮膜では熱処理
はほとんど不必要であることを明らかにしている。
以上のように、本論文は溶射皮膜部に発生した空孔部やクラック部等へ、銅の充填あるいは、クロム酸の焼結
含浸封孔処理を行い、耐キャピテーション損傷が顕著に向上することを新しい皮膜強度の評価として、キャビテ
ーション法によって明らかにしている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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